第６部会（文化スポーツ教育）第２回部会概要
　日　時　平成１９年３月７日（水）午後６時３０分～午後８時１０分

　場　所　登別市役所　第３委員会室

　出席者　部会員：川島芳治　平田誠治　片岡光子　菅井博昭　前野利一　
山本富美子　須藤和恵　小林　覚
　　　　　事務局：企画Ｇ総括主幹寺山義民　企画調整主査立中善則
　　　　　傍聴人：７名
　　1　議　題　　図書館のあり方について

　　2　主な意見等
　　（１）建物の構造等に関する意見

　　　　①マタニティサロン用スペースを設けてはどうか。

　②キャレル室（個人閲覧室）を多くの人が使用できるようにしてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　③障がい者、老人に対応したバリアフリー化するとともに、少子化に対応

するため母親（乳児を含め）が利用しやすい機能と授乳できる場所を確保
すべき。

　　　　④ミニコンサートができるスペースがほしい。

　　　　⑤閲覧室が少ないので、３階の活用について考えるべきではないか。

　　　　⑥図書館の駐車場が狭い。
⑦館内のバリアフリー、エレベターの設置、未使用部分の使用など利用しや
すいようすべきである。

　　　　⑧本棚を二重スライド式にして蔵書を増やすべき。

　　　　⑨青少年会館と併せて改築を考えたらどうか。
　　　　⑩改築時に、１階は子ども・妊婦のスペース、２階は大人のスペースにする
など利用しやすいようにすべきではないか。

　　　　⑪蔵書のための保管場所の確保を。

　　　　⑫読み聞かせのできるスペースがほしい。

　　（２）蔵書に関する意見
　　　　①過去の新聞記事を閲覧できるようにしてほしい。
②各種団体の記念誌を閲覧できるようにしてはどうか。（ITの利用を含めて）
　　　　③こぐま号の本の入れ換えが遅いため読む本が少なく、また、蔵書数が少な
いと思う。
　　　　④本のジャンルが少ない。
　　　　⑤専門図書が不足している。
　　　　⑥小学校高学年の年齢層を対象とした本が少ない。
　　　　⑦ビデオ・DVDの貸し出しのできる図書館に。
　　（３）運営等に関する意見
　　　　①図書館に文化の発信源としての機能をもたせるべき。
　　　　②館内が雑然としている。
　　　　③近隣市との連携を取りながらの運営が必要でないか。

　　　　④１日中過せるような図書館にできないのか。

　　　　⑤ゆったり、ノンビリした雰囲気のある図書館にしたい。

　　　　⑥一貫性ある図書館運営のためマンパワーの確保をすべきではないか。
　　　　⑦図書館のあり方を検討する委員会を立ち上げてはどうか。
　　　　⑧図書館利用等の周知を行うべきである。

　　　　⑨人材確保を含めて、いまあるものをいかに活用できるかを考える必要があ
る。

　　　　⑨ボランティアの活用はできないのか。

　　　　⑩本離れがおきているので、それを防ぐためまち全体で読み聞かせの雰囲気
づくりを考えるべきではないか。（ソフト面の充実）
　　　　⑪気軽に行ける図書館作りを。

　　　　⑫幼児期から本に親しむ雰囲気づくりをする必要がある。図書館が中心とな
り行うべきである。

　　　　⑬図書館から遠い地域についても検討すべき。
　　３　その他について
　　　本日の配布資料　①　図書館要覧

②　登別市社会教育中期計画
③　登別市文化振興基本計画

④　登別市スポーツ振興基本計画　

②、③、④ついては、各自目を通すこと。

　　４　第３回部会のテーマについて
　　　図書館の視察について。
　　５　次回の開催日
　　　４月５日（木）　午後６時００分　図書館（現地集合）






